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研究成果概要 
Wino は超対称性模型に現れる SU(2) 三重項 Majorana Fermion であり、現在最も有⼒な
WIMP 暗⿊物質候補の⼀つと考えられている。また Wino は超対称性を仮定しない場合
でも⾃由パラメータがその質量であるため最⼩暗⿊物質模型としても注⽬されている。
Wino の特徴として SU(2)対称性のために荷電 Wino と中性 Wino の質量差が⾮常に⼩さ
くなり、荷電 Wino が準安定になることが挙げられる。そのため荷電 Wino は加速器実験
で⽣成されると、途中で消失する荷電軌跡として観測される。本年度の研究では，荷電
Wino の崩壊率に対する QED ⾼次補正を計算し，正確な荷電 Wino 崩壊率を導出した。ま
た、⾼次補正を含んだ減衰率は主に質量差によって決まり、Wino 質量が⼤きい極限では
Wino の質量⾃体への依存性が⽣じないことも⽰した。その結果、NLO補正が Wino の寿
命に与える影響は⼩さく、2-4%の増加ということが⽰された。これらの結果は、暗⿊物
質候補としての Wino の性質と制約をよりよく理解することに貢献するものである。今
後 CTA によるγ線観測や XENONNT などの暗⿊物質直接実験が進んでいくことが期待
されており、Wino 暗⿊物質に関する現状の整理を進めていくことを計画している。 
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